
JP 5937618 B2 2016.6.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汚染された支持体の洗浄方法で、非重合体の固形粒状洗剤および洗浄水で支持体を処理
する工程を含んでなる方法であって、前記処理が、孔あき側壁を含んでなるドラムを含み
、また洗濯物中の布地１ｋｇ当り５～５０リッター間の容量をもつ装置内で実施され、前
記の固形粒状洗剤が０．１：１～１０：１質量の粒子：布地の添加レベルで複数の非重合
体粒子を含み、前記粒子がそれぞれ、円筒形または球形の形状をもち、また３．５～１２
．０ｇ／ｃｍ3の範囲の平均密度および５～２７５ｍｍ3の範囲の平均体積をもち、そして
孔あき側壁を含んでなる前記ドラムが０．０５～９００Ｇの範囲のＧ力を形成する速度で
回転される、方法。
【請求項２】
　前記非重合体粒子のそれぞれが、５．０～１０．０ｇ／ｃｍ3の範囲の平均密度を有す
る、請求項１に記載される方法。
【請求項３】
　非重合体の粒子がガラス、シリカ、石、木材、金属、またはセラミック物質の粒子を含
み、金属が亜鉛、チタン、クロム、マンガン、鉄、コバルト、ニッケル、銅、タングステ
ン、アルミニウム、錫および鉛、並びにそれらの合金から任意選択で選択され、セラミッ
ク物質がアルミナ、ジルコニア、炭化タングステン、炭化ケイ素および窒化ケイ素から任
意選択で選択される、請求項１に記載される方法。
【請求項４】
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　固形粒状洗剤が更に、複数の重合体粒子を含み、前記粒子がそれぞれ、円筒形または球
形の形状をもち、また０．５～２．５ｇ／ｃｍ3の範囲の平均密度および５～２７５ｍｍ3

の範囲の平均体積をもち、
　前記重合体粒子が任意選択で発泡重合体物質又は非発泡重合体物質を含み、及び／又は
、前記重合体粒子が任意選択で線状重合体又は架橋重合体を含み、そして、
　前記重合体粒子がポリアルケン、ポリアミド、ポリエステルまたはポリウレタンのビー
ズを任意選択で含み、
　前記ポリアミドがＮｙｌｏｎ　６またはＮｙｌｏｎ　６，６を任意選択で含み、任意選
択で５０００～３００００ドルトンの範囲の分子量を有するＮｙｌｏｎ　６，６ホモポリ
マーを含み、そして
　前記ポリエステルがポリエチレン・テレフタレートまたはポリブチレン・テレフタレー
トを任意選択で含んでなる、請求項１～３のいずれか１項に記載される方法。
【請求項５】
　前記非重合体粒子対前記重合体粒子の比率が９９．９％：０．１％～０．１％：９９．
９％であり、任意選択で９０．０％：１０．０％～２５．０％：７５．０％であり、任意
選択で８５．０％：１５．０％～４０．０％：６０．０％である、請求項４に記載される
方法。
【請求項６】
　前記固形粒状洗剤に含まれる粒子が円筒形であり、またその断面の主軸の長さが２．０
～６．０ｍｍの範囲内にあり、断面の短軸の長さが１．３～５．０ｍｍの範囲内にある楕
円形の断面をもち、又は、前記固形粒状洗剤に含まれる粒子が円筒形であり、またその断
面の直径が１．３～６．０ｍｍの範囲内にある円形の断面をもち、そして、任意選択で前
記粒子の長さが１．５～６．０ｍｍの範囲内にある、請求項１～５のいずれか１項に記載
される方法。
【請求項７】
　前記固形粒状洗剤に含まれる粒子が球形であり、またその粒径が２．０～８．０ｍｍの
範囲内にあり、任意選択で前記粒子が完全な球ではなく、またその粒径が２．２～５．５
ｍｍの範囲内にあり、又は、任意選択で前記粒子が完全な球であり、またその粒径が３．
０～７．０ｍｍの範囲内にある、請求項１～５のいずれか１項に記載される方法。
【請求項８】
　前記固形粒状洗剤が、固体構造又は中空構造をもつ粒子を含んでなる、請求項１～７の
いずれか１項に記載される方法。
【請求項９】
　前記非重合体粒子が被覆された非重合体粒子を含み、任意選択で該非重合体粒子が、非
重合体のコア物質および重合体物質の被覆を有するシェルを含み、任意選択で該コアが鋼
のコアを含み、また任意選択で該シェルがナイロンの被覆を有する、請求項１～８のいず
れか１項に記載される方法。
【請求項１０】
　孔あき側壁を含んでなるドラムが、回転可能に取り付けられた円筒形ケージを含み、任
意選択で前記装置が前記固形粒状洗剤の循環を促進するように構成された循環手段を含み
、任意選択で該方法が９５℃を超えない温度で、任意選択で７５℃を超えない温度で、任
意選択で５～４０℃の範囲内にある温度で、実施される、請求項１～９のいずれか１項に
記載される方法。
【請求項１１】
　洗浄工程の完了時に支持体から固形粒状洗剤を分離する工程、前記固形粒状洗剤を回収
する工程およびその後の洗浄において前記洗剤を再使用する工程をさらに含み、任意選択
で、分離および回収後に、前記固形粒状洗剤が再使用の前に洗浄作業にかけられる、請求
項１～１０のいずれか１項に記載される方法。
【請求項１２】
　前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージが、ハウジング手段、および、前記円筒形
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ケージの内部へのアクセスを許すアクセス手段を含んでなる洗浄装置に含まれ、該装置が
、任意選択で以下の特徴の少なくとも１つを有する方法であって、
（ａ）前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージが前記ケージより大きい口径をもつ回
転可能に取り付けられた円筒形ドラム内に同軸に配置され、前記ケージと前記ドラムが、
前記の回転可能に取り付けられたドラムより大きい口径をもつ固定された円筒形ドラム内
に同軸に配置され、また前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージと前記の回転可能に
取り付けられた円筒形ドラムが独立して回転するように構成されている、
（ｂ）前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージが、前記円筒形ケージに隣接して配置
された第２室をも含んでなる前記ハウジング手段内の第１の室内に取り付けられており、
そして、前記装置が、任意選択で、更に、少なくとも一つの再循環手段および複数の送達
手段を含み、及び／又は、任意選択で、更に、前記回転可能に取り付けられた円筒形ケー
ジの円筒形側壁の外面に、取り外し可能に取り付けられ並びに、前記ケージの内部からの
流体および固形粒状物質の侵入または排出を妨げるように構成されているシール手段を含
み、又は、ポンプ手段を含み、また前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージが孔あき
側壁を含んでなるドラムを含み、前記側壁の表面積の６０％までが孔を含み、そして前記
の孔が２５．０ｍｍを超えない口径をもつ孔を含み、
　そして、任意選択で前記アクセス手段が、円筒形ケージの内部へのアクセスを許すため
に開けることができ、またシールされたシステムを提供するために閉じることができる、
ハウジング内に取り付けられたヒンジ付きドアを含んでなる、請求項１０又は請求項１０
に従属する請求項１１に記載される方法。
【請求項１３】
　（ａ）洗浄；
　（ｂ）過剰水の第１の脱水；
　（ｃ）固形粒状洗剤の粒子の第１の分離；
　（ｄ）すすぎ；
　（ｅ）過剰水の第２の脱水；
　（ｆ）場合により、少なくとも１回、工程（ｄ）と（ｅ）を反復する工程；および
　（ｇ）固形粒状洗剤の粒子の第２の分離：
の工程を連続して実施する工程を含んでなる、請求項１～１２のいずれか１項に記載され
る方法であって、
　工程（ｄ）および（ｅ）が、任意選択で１０回まで反復され、
　任意選択で、前記洗浄工程が０．０５～０．９５Ｇ間で実施され、すすぎ水が同様な条
件下で添加され、次に５．５～３５０Ｇの、より高いＧ力下で脱水され、そして、布地か
らの粒子の前記分離が０．０５～０．９５Ｇ下で実施される、該方法。
【請求項１４】
　洗浄サイクルが、
（ｉ）回転可能に取り付けられた円筒形ケージを含んでなる装置の第２室内に固形粒状洗
剤と水を導入する、
（ｉｉ）前記固形粒状洗剤と水を撹拌する、
（ｉｉｉ）アクセス手段を介して前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中に少なく
とも一つの汚れた支持体を充填する、
（ｉｖ）シールされたシステムを提供するように、アクセス手段を閉鎖する、
（ｖ）支持体を均一に湿らせるために、洗浄水とあらゆる必要な更なる洗浄剤を導入しな
がら、回転可能に取り付けられた円筒形ケージを回転させる、
（ｖｉ）前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中に前記固形粒状洗剤と水を導入し
、そして装置を洗浄サイクルのために操作し、そこで前記回転可能に取り付けられた円筒
形ケージは回転し続け、また流体および固形粒状洗剤は制御された方法で、前記の回転可
能に取り付けられた円筒形ケージの孔を通して、第２室内に落下させられる、
（ｖｉｉ）新鮮な固形粒状洗剤を移動し、また使用済み固形粒状洗剤を分離手段に再循環
するように、ポンプ手段を操作する、
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（ｖｉｉｉ）前記新鮮な、および再循環された固形粒状洗剤を、制御された方法で前記回
転可能に取り付けられた円筒形ケージに添加するように、制御手段を操作する、並びに
（ｉｘ）汚れた支持体の洗浄を実施するために、必要に応じて工程（ｖｉ）、（ｖｉｉ）
および（ｖｉｉｉ）を継続する：
工程を含んでなる、請求項１０～１３のいずれか１項に記載される方法。
【請求項１５】
　少なくとも一つの更なる洗浄剤が使用され、
　前記少なくとも一つの更なる洗浄剤が、任意選択で、水と前以て混合され、そして、再
循環手段を介する孔あき側壁を含んでなる前記ドラム内への前記固形粒状洗剤と水の導入
期間中に、分離手段により、孔あき側壁を含んでなる前記ドラムに添加され、
　前記少なくとも一つの更なる洗浄剤が、任意選択で、洗浄成分および後処理成分を含ん
でなる洗剤組成物を含み、
　前記洗浄成分が、任意選択で、界面活性剤、酵素および漂白剤から選択され、そして
　前記後処理成分が、任意選択で、再沈殿防止添加剤、香料および光学的光沢剤の成分か
ら選択される、請求項１～１４のいずれか１項に記載される方法。
【請求項１６】
　固形粒状洗剤および少なくとも一つの更なる洗浄剤を含み、前記固形粒状洗剤が複数の
非重合体粒子を含んでなる、洗浄組成物であって、前記粒子はそれぞれ、円筒形または球
形の形状をもち、また、３．５～１２．０ｇ／ｃｍ3の範囲の平均密度お
よび５～２７５ｍｍ3の範囲の平均体積をもち、
　前記非重合体粒子が任意選択でガラス、シリカ、石、木材、金属、またはセラミック物
質の粒子を含み、前記金属が任意選択で亜鉛、チタン、クロム、マンガン、鉄、コバルト
、ニッケル、銅、タングステン、アルミニウム、錫および鉛、並びにそれらの合金から選
択され、前記セラミック物質が任意選択でアルミナ、ジルコニア、炭化タングステン、炭
化ケイ素および窒化ケイ素から選択され、
　前記固形粒状洗剤が、任意選択で、更に、複数の重合体粒子を含み、前記重合体粒子が
、任意選択で、発泡または非発泡重合体物質、又は、線状または架橋重合体から選択され
、そして、前記重合体粒子が任意選択でポリアルケン、ポリアミド、ポリエステルまたは
ポリウレタンのビーズを含み、
　前記少なくとも一つの更なる洗浄剤が任意選択で少なくとも一つの洗剤組成物を含み、
そして、前記固形粒状洗剤が任意選択で固体または中空構造をもつ粒子を含み、前記非重
合体粒子が被覆された非重合体粒子を含み、該非重合体粒子が、任意選択で、非重合体の
コア物質及び重合体物質の被覆を有するシェルを含み、任意選択で、前記コアが鋼のコア
を含み、またシェルがナイロンの被覆を有する、
該洗浄組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、非重合体粒子または、重合体粒子と非重合体粒子の混合物、を含んでなる洗
浄システムを使用することによる、汚れた支持体、特に織物繊維および布地の水洗に関す
る。より具体的には、本発明は、前記粒子と支持体間の機械的相互作用を最適化し、また
、洗浄の完了後に、前記支持体からの前記粒子の容易な除去を促進し、それにより、その
後の洗浄作業のための粒子の再利用を容易にするようになっているシステムにおける、こ
のような粒子の使用に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　水洗法は、家庭用および工業用双方の織物生地の洗浄の主力である。所望レベルの洗浄
が達成されるという仮定のもとで、このような方法の効果は、通常、エネルギー、水およ
び洗剤の消費のそれらのレベルにより特徴付けられる。概して、これらの三要素に関する
需要が低い程、洗浄工程はより効率的であると推定される。これは、極めてコストが高く
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、かつ環境に有害である排水廃棄の需要を最少にするので、節減された水および洗剤の消
費の下流効果もまた重要である。
【０００３】
　このような洗浄法は、家庭用洗濯機であろうと、またはそれらの工業用同等物（通常洗
浄脱水装置と呼ばれる）に関与しようと、布地の水による浸漬、その後の汚れ除去、水に
よる汚れの懸濁、および水のすすぎを伴う。一般に、使用されるエネルギー（または温度
）、水および洗剤のレベルが高いほど、洗浄性はより大きい。しかし、水消費がエネルギ
ー需要（洗浄水を加熱するための）および洗剤の用量（所望の洗剤濃度を達成するための
）を設定するために、重要な問題は水消費量に関する。更に、水使用レベルは、もう一つ
の重要な性能パラメーターである布地に対する工程の機械的作用を規定し、これは、埋封
された汚れを解放する際に重要な役割を果たす、洗浄中の布地表面の撹拌である。水洗法
において、このような機械的作用は、あらゆる特定の洗濯機に対するドラムのデザインと
組み合わせた水の使用レベルにより提供される。一般的な意味で、ドラム内の水レベルが
高い程、機械的作用は良好であることが認められる。従って、全体的工程の効率を改善す
る（すなわち、エネルギー、水および洗剤の消費の節減）所望、および洗浄における効率
的な機械的作用の需要により形成される意見の相異が存在する。とりわけ、家庭用洗浄に
対しては、このような使用に伴う明白なコストの不利益に加えて、特に、実際に、このよ
うな、より高いレベルの使用を制約することを意図する一定の洗浄能力の規準が存在する
。
【０００４】
　最近の効率的な家庭用洗濯機は、エネルギー、水および洗剤の消費を最小化する方向に
目覚ましい進歩を遂げた。欧州連合指令９２／７５／ＣＥＥは、効率的な家庭用洗濯機が
、「Ａ」評価を得るためには、典型的に、＜０．１９ｋＷｈ／ｋｇの洗濯物、を消費する
ように、ｋＷｈ／サイクルにおける洗濯機のエネルギー消費（６０℃における木綿の設定
）を規定する規準を設定している。水の消費も考慮される場合は、「Ａ」評価の機械は、
＜９．７リッター／ｋｇの洗濯物、の水を消費する。
【０００５】
　しかし、欧州連合におけるごく最近のシステム（２０１１年、１２月２０日から導入さ
れた、委任委託条例１０６１／２０１０から起因する）は、家庭用洗濯機に対する新規評
価システムに切り替えた。これは年間のエネルギーおよび水消費を考慮し、一定の週の洗
浄サイクルの組み合わせに基づいて、エネルギー効率指数（ＥＥＩ）（満杯、６０℃で３
、半分量、６０℃で２、および半分量、４０℃で２）を誘導する。次に、これらの洗濯の
総エネルギー消費（「オフモード」および「オンのまま」モードの電力消費に対しては評
価値をプラスして）を毎日の数値に平均する（７で割ることにより）。次に、結果として
計算される数値に２２０　－１年当りの洗濯の推定平均数－　を掛けて、ｋＷｈにおける
年間エネルギー消費（ＡＥｃ）を計算する。次に、ＡＥｃを標準の年間エネルギー消費（
ＳＡＥｃ＝［４７×ｃ］＋５１．７）（ここでｃは機械に対する洗濯容量である）により
割ることによりＥＥＩを計算する。＜４６のＥＥＩ値は、Ａ＋＋＋エネルギー効率評価を
もたらす。Ａｗｃ（毎日の消費量に平均し、年間化された、同様な毎週の洗濯サイクルの
セットに対する水消費量）に到達するために、水消費量についても同様なアプローチが採
られる。しかし、この値は、単にリッター／年の単位で年間消費量として示される。
【０００６】
　次に、洗剤用量は、製造業者の推奨により計算されるが、再度、家庭用市場においては
、濃厚化液体配合物に対して、軟水および中程度硬水中４～６ｋｇの洗濯物に対して３５
ｍｌ（または３７ｇ）［６～８ｋｇの洗濯物に対しては５２ｍｌ（または５５ｇ）（また
は硬水中もしくは非常に汚れた品物に対して）に増加する］の数値が典型的である（例え
ば、Ｐｅｒｓｉｌ（登録商標）　Ｓｍａｌｌ　＆　Ｍｉｇｈｔｙに対するＵｎｉｌｅｖｅ
ｒパックの用量指示書を参照されたい）。従って、軟水／中程度の硬水中４～６ｋｇの洗
濯物に対し、これは、７．４～９．２ｇ／ｋｇの洗剤用量に等しく、他方６～８ｋｇの洗
濯物に対しては（または硬水中もしくは汚れが強い洗濯物に対し）その範囲は、６．９～
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９．２ｇ／ｋｇである。
【０００７】
　しかし、工業用洗浄工程（洗浄脱水装置）におけるエネルギー、水および洗剤の消費は
かなり異なり、３種すべての資源が、サイクル時間短縮における主要な因子であるために
、それらの使用は規制が少ない。すなわち、もちろん、家庭用工程の場合におけるより、
さらに考慮される。典型的な工業用洗浄脱水装置（２５ｋｇ以上の洗濯物規準）に対して
は、エネルギー消費量は＞０．３０ｋＷｈ／ｋｇであり、水消費量は～２０リッター／ｋ
ｇであり、そして、洗剤は、家庭用洗濯に対するよりずっと大量に使用される。使用され
る洗剤の正確なレベルは、汚れの量に左右されるであろうが、１８～７０ｇ／ｋｇの範囲
が代表的である。
【０００８】
　従って、前記の考察から、効率的な布地の洗浄工程に対する最高規準を設定するのは、
家庭用部門の性能レベルであり、またこれらが、＜０．１９ｋＷｈ／ｋｇのエネルギー消
費、または＜４６のＥＥＩ、＜９．７リッター／ｋｇの水消費量および約８．０ｇ／ｋｇ
（８．５ｍｌ／ｋｇ）の洗剤用量、であると理解することができる。しかし、以前に認め
られたように、布地を完全に湿らせるための最低の必要性、水溶液中に除去される汚れを
懸濁させるのに十分な過剰水を提供する必要性、および最後に布地をすすぐための必要性
のために、純粋に水洗工程における水（および従ってエネルギーと洗剤）のレベルを節減
することは、益々困難になってきている。
【０００９】
　次に、洗浄水の加熱は、エネルギーの主要な用途であり、また操作している洗浄温度で
有効濃度が到達されるためには最小レベルの洗剤が必要になる。従って、使用される水レ
ベルを増加せずに、機械的作業を改善する手段は、あらゆる水洗工程を、著しく、更に効
率的にさせる（すなわち、エネルギー、水および洗剤の消費の更なる節減をもたらす）と
考えられる。物理的な力により達成される汚れ除去のレベルが高いほど、洗剤化合物の必
要が少ないために、機械的作用自体が洗剤レベルに直接的な効果を有することに注意すべ
きである。しかし、純粋に水による洗浄工程において機械的な作用を増加することは、特
定の関連する欠陥を有する。このような工程では、布地の皺形成が容易に起り、これが機
械的な作用からの応力を各皺に集中させる働きをして、局在化した布地の損傷をもたらす
。このような布地の損傷の防止（すなわち布地の手入れ）は、家庭の消費者および工業用
使用者に対する主要な関心事である。
【００１０】
　水洗工程に伴うこれらの問題に照らして、本発明者は、以前、先行技術の方法により示
された欠陥を克服する、当問題に対する新規アプローチを考案した。提供される方法は、
大量の水の使用の需要を回避するが、まだ、経済的および環境的利益をもたらしながら、
洗浄および汚染除去の効率的な手段を提供することができる。
【００１１】
　従って、特許文献１において、汚れた支持体を洗浄する方法および配合物か開示され、
その方法は、複数の重合体粒子を含んでなり、有機溶媒を含まない配合物による湿らせた
支持体の処理を含んでなる（特許文献１参照）。支持体は、好適には１：０．１～１：５
ｗ／ｗ間の支持体：水の比率を達成するように湿らされ、また、場合により、該配合物は
、更に、典型的には、最も好適には洗剤の特性をもつ界面活性剤を含んでなる、少なくと
も一つの洗剤を含んでなる。好適な態様において、支持体は、織物繊維を含んでなり、そ
して重合体粒子は、例えば、ポリアミド、ポリエステル、ポリアルケン、ポリウレタン、
またはそれらの共重合体の粒子を含んでなることができるが、最も好適にはナイロンビー
ズの形態にある。
【００１２】
　しかし、この粒子に基づく洗浄法の使用は、洗浄作業の終結時に、洗浄粒子を洗浄され
た支持体から効率的に分離する必要を与え、そして、この問題は特許文献２において対処
され、それは、独立した回転の可能な、２個の内部ドラムの使用を必要とする洗浄装置の
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新規デザインを提供し、また、工業的および家庭用の洗浄工程の双方に適用を見いだす（
特許文献２参照）。
【００１３】
　同時係属中の特許文献３において、洗浄作業の終結時に、洗浄済み支持体からの洗浄粒
子の効率的な分離を容易にし、孔あきドラムおよび、ドラムの内部からの流体および固形
粒状物質の侵入および排出を妨げるようになっている取り外し可能な外側のドラム外皮、
を含んでなる更なる装置が提供され、その洗浄法は、洗浄サイクル中にドラムに対する外
皮の取り付けを必要とし、その後、分離サイクルを操作する前に外皮を外して、洗浄粒子
を除去し、その後、洗浄された支持体をドラムから取出す（特許文献３参照）。
【００１４】
　特許文献３の装置の更なる開発において、同時係属中の特許文献４中に、洗浄工程中に
洗浄粒子の連続的循環を提供し、また、それにより外皮の提供の必要を回避する方法およ
び装置が開示されている（特許文献４参照）。
【００１５】
　以前の先行技術の文献に開示された装置および方法は、これも有意な経済的および環境
的利益をもたらす洗浄および汚染除去の有効な手段を提供するのに著しく有効であった。
【００１６】
　同時係属中の特許文献５において、重合体粒子に基づく洗浄法および洗浄された支持体
からの前記洗浄粒子の分離は、双方とも更に、工程のパラメーターのみならずまた、重合
体粒子の粒度、形状および密度の注意深い制御により改善される（特許文献５参照）。更
に、当初の低い水消費を維持しながら、驚くほど低い洗浄温度（すなわち低エネルギー）
で、また節減されたレベルの添加洗剤を使用して、優れた洗浄能を促進する洗浄法が達成
される。本発明においては、重合体の洗浄粒子のみの使用から脱皮する改善された方法の
使用により、この洗浄法に対する更なる改善すらが、達成される。
【００１７】
　本発明者は、今や、最も具体的には重合体粒子と組み合わせて、全体的洗浄能に驚くべ
き効果を達成するように、特定の非重合体粒子が、洗浄工程における機械的作用を高める
ことができることを確立した。具体的には、特許文献５に記載されたものと同様な粒度お
よび形状の、高密度（＞３．５ｇ／ｃｍ３）の非重合体粒子が、この改善された効果を提
供することが見いだされた（特許文献５参照）。非重合体粒子は、使用される異なる物質
の性状のためにそれらが一緒に混合される重合体粒子よりも有意に密度が高い（非重合体
粒子の特定の例はガラスおよび金属である）。従って、本発明の利点は、特許文献５に開
示された、すでに低い洗浄温度、添加洗剤の低減されたレベルおよび低い水消費量におい
ても更にまた高い洗浄能にある（特許文献５参照）。
【００１８】
　前記のように、これらの節約の有効な目標は、０．１９ｋＷｈ／ｋｇのエネルギー消費
または＜４６のＥＥＩ、＜９．７リッター／ｋｇの水使用および約８．０ｇ／ｋｇ（８．
５ｍｌ／ｋｇ）の洗剤用量より低い有意な節減であると考えられる。本発明は、布地表面
との粒子の機械的作用の増加した均一性のおかげで、洗浄される支持体における、局在化
した布地の損傷低減を促進させながら、これらの目的を達成することができる新規洗浄法
を可能にする。
【００１９】
　更に、洗浄工程の終結時における布地洗濯物からの非重合体の粒子の除去レベルは、特
許文献５中の重合体粒子の除去に対するものと、少なくとも同等に有効である（特許文献
５参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２０】
【特許文献１】国際公開出願第２００７／１２８９６２号パンフレット
【特許文献２】国際公開出願第２０１０／０９４９５９号パンフレット
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【特許文献３】国際公開出願第２０１１／０６４５８１号パンフレット
【特許文献４】国際公開出願第２０１１／０９８８１５号パンフレット
【特許文献５】ドイツ特許ＧＢ２０１１／０５２１１７号明細書
【発明の概要】
【００２１】
　本発明は、媒質の表面上への制御された汚れの吸着および吸収のみならず、支持体と洗
浄媒質との間の改善された機械的相互作用の結果として、最適な洗浄能を達成することが
できるという、本発明者の側における認識から由来する。これは、その回転速度により表
されるＧ力に加えて、洗浄媒質の粒子の化学組成、数、粒度、形状、密度および従って質
量並びに洗浄作業がその中で行われる容器内の空隙率、の関数として達成することができ
る。これに関連する空隙率は、洗濯物または粒状洗浄媒質により充填されないままの、容
器内の空隙を表し、Ｇ力は作用している求心力に基づいて規定される。
【００２２】
　粒子自体にとって、支持体との機械的相互作用は、その粒度、形状および密度の関数で
ある。形状は二次的効果であり、円形の断面をもつ円筒は、それらの円形の面の周囲にお
ける明確な縁により、例えば完全な球よりも大きい機械的作用を与える。個々の粒度およ
び従って質量は、粒子の機械的作用と同様に増加するが、非常に大型の粒子の使用の結果
は、粒子の同一の全体的質量を提供するためには、より少ない粒子が使用されることであ
るために、洗浄能とのバランスが存在する。重合体粒子の場合に、それはまた、粒子表面
上への汚れの吸着および吸収がそれにより起り得る表面積の縮小をもたらす。
【００２３】
　ガラスおよび金属のような非重合体粒子は、一般に、洗浄を実施するために汚れの吸着
または吸収よりも、むしろ機械的作用に依存する。例えば、ガラス、セラミックおよび金
属は、化学的に不活性な表面をもつので、粒子表面において汚れの吸着はほとんどなく、
また吸収はない。しかし、このような非重合体粒子の利点は、それらが、同等な粒度およ
び形状の重合体粒子よりもずっと密度が大きく、従って、それらがずっと強力な機械的作
用をもつ点である。従って、これらの２種のタイプの粒子の混合において、当業者は、重
合体粒子の機械的作用が比較的弱い場合に、非重合体粒子を添加することが洗浄能の幾ら
かの改善をもたらすであろうことを期待することができる。更に、この改善は重合体粒子
：非重合体粒子の比率により支配されるに違いなく、また、混合物のルール（すなわち、
混合比率が１００％の重合体から１００％の非重合体粒子に変化する時の直線状の関係）
が適用され得るかも知れないことを期待することができると考えられる。しかし、重合体
がすでにかなり良好な機械的作用をもつ場合は、非重合体粒子の添加は、より少ない効果
をもつにちがいない。
【００２４】
　しかし、驚くべきことには、重合体粒子は比較的弱い機械的作用をもつために、非重合
体粒子の添加は、当然期待することができる程度をずっと越えた、増加した洗浄能を有す
ることが確立された。実際、前記のように、混合物のルールのアプローチにより予測され
たものを著しく越える改善が達成された。更に、この改善をもたらすのに、非重合体粒子
自体の性状が重要な因子であることが見いだされた。特に、＞３．５ｇ／ｃｍ３の密度（
＞１９０ｍｇの質量）の非重合体粒子のみは、使用される粒度範囲に対して有意な洗浄効
果を示す。更に、かなり良好な機械的作用をもつ重合体に対して、－それらの洗浄能が、
添加される非重合体粒子のものを越えるような－洗浄能の非常に著しい改善が２種の粒子
タイプを混合することにより、まだ達成することができる。従って、重合体粒子による洗
浄効果は、特定の非重合体粒子の添加により、当業者により当然期待され得ると考えられ
るものを越える程度まで著しく高めることができることが明白になった。
【００２５】
　非重合体粒子のみの使用もまた、従来の水洗工程に対して洗浄能を高めることができる
が、非重合体粒子および重合体粒子の混合物の使用により達成されるものより程度が少な
い。
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【００２６】
　従って、本発明の第１の相様に従うと、汚れた支持体の洗浄法が提供され、該方法は固
形の粒状洗剤と洗浄水で支持体を処理する工程を含んでなり、前記処理は、孔あき側壁を
含んでなるドラムを含んでなり、洗濯物中１ｋｇの布地当り５～５０リッター間の容量を
もつ装置中で実施され、前記の固形粒状洗剤は０．１：１～１０：１質量の粒子：布地の
添加レベルの複数の非重合体粒子を含んでなり、前記粒子はそれぞれ、実質的に円筒形ま
たは球形の形状をもち、また、３．５～１２．０ｇ／ｃｍ３の範囲の平均密度および５～
２７５ｍｍ３の範囲の平均容量をもち、また、孔あき側壁を含んでなる前記ドラムは、０
．０５～９００Ｇの範囲のＧ力を形成する速度で回転される。
【００２７】
　本発明の特に好適な態様において、前記の固形粒状洗剤は更に、複数の重合体粒子を含
んでなり、前記粒子はそれぞれ、実質的に円筒形または球形の形状をもち、また０．５～
２．５ｇ／ｃｍ３の範囲の平均密度および５～２７５ｍｍ３の範囲の平均容量をもつ。
【００２８】
　非重合体粒子はガラス、シリカ、石、木材、またはあらゆる様々な金属もしくはセラミ
ック物質の粒子を含んでなることができる。適切な金属は、それらに限定はされないが、
亜鉛、チタン、クロム、マンガン、鉄、コバルト、ニッケル、銅、タングステン、アルミ
ニウム、錫および鉛、並びにそれらの合金を含む。適切なセラミックは、それらに限定は
されないが、アルミナ、ジルコニア、炭化タングステン、炭化ケイ素および窒化ケイ素を
含む。
【００２９】
　重合体粒子は発泡または非発泡重合体物質のいずれをも含んでなることができる。更に
、重合体粒子は線状または架橋のいずれの重合体をも含んでなることができる。
【００３０】
　重合体粒子は好適には、ポリエチレンおよびポリプロピレンのようなポリアルケン、ポ
リアミド、ポリエステルまたはポリウレタンを含んでなる。しかし、前記重合体粒子は好
適にはポリアミドまたはポリエステル粒子、最も具体的には、最も好適にはビーズの形態
のナイロン、ポリエチレン・テレフタレートまたはポリブチレン・テレフタレートの粒子
を含んでなる。前記のポリアミドおよびポリエステルは水性の汚染／汚れの除去に特に有
効であることが認められ、他方、ポリアルケンは油基材の汚染の除去に特に有効である。
【００３１】
　場合により、前記重合体物質の共重合体を本発明の目的に使用することができる。特に
、共重合体に対して特定の特性を与えるモノマー単位を含むことにより、重合体物質の特
性を特定の要求に適合させることができる。従って、共重合体は、とりわけ、イオンで帯
電された、または極性の部分もしくは不飽和有機基を含むモノマーを含んでなることによ
り、特定の汚染物質を引き付けるようにさせることができる。
【００３２】
　前記の固形粒状洗剤が複数の非重合体粒子および複数の重合体粒子を含んでなる本発明
の態様において、前記重合体粒子はあらゆる量で、典型的には０．１％～９９．９％存在
することができる。その結果、非重合体粒子：重合体粒子の比率が９９．９％：０．１％
～０．１％：９９．９％のいずれかにあることができる本発明の態様が想定される。特定
の態様は、９０．０％：１０．０％～２５．０％：７５．０％、または８５．０％：１５
．０％～４０．０％：６０．０％の非重合体粒子：重合体粒子の比率を想定する。
【００３３】
　本発明の更なる態様において、前記の非重合体粒子は被覆された非重合体粒子を含んで
なることができる。最も具体的には、前記の非重合体粒子は非重合体のコア物質を含んで
なることができ、またシェルは重合体物質の皮膜を含んでなることができる。特定の態様
において、前記コアは金属のコア、典型的には鋼のコアを含むことができ、また、前記シ
ェルはポリアミドの皮膜、例えばナイロンの皮膜を含むことができる。
【００３４】
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　本発明の好適な態様において、孔あき側壁を含むドラムは、回転可能に取り付けられた
円筒形ケージを含んでなる。
【００３５】
　システムに添加される洗浄水の容量は、典型的には５．０：１～０．１：１ｗ／ｗの間
である洗浄水：布地の比率を与え、また、使用される水（すすぎ水を含む）の全体の容量
は、従来の洗浄法におけるより著しく少ない。
【００３６】
　本発明の典型的な態様において、配合物は更に、最も好適には少なくとも一つの洗剤組
成物を含んでなる少なくとも一つの更なる洗浄剤を含んでなる。
【００３７】
　固形粒状洗剤の作用と組み合わせた、適切なＧ力の形成が、汚れた支持体上に適切なレ
ベルの機械的作用を達成するための重要な因子である。Ｇはドラムサイズとドラムの回転
速度の関数であり、また具体的には、洗濯物の静止重量に対するケージの内面において形
成される求心力の比率である。従って、質量Ｍ（ｋｇ）の洗濯物およびケージの瞬間接線
速度ｖ（ｍ／ｓ）を伴う、Ｒ（ｒｐｍ）で回転する内径ｒ（ｍ）のケージに対し、また、
ｇを９．８１ｍ／ｓ2の重力による加速度と考えると：
　　　　　　求心力＝Ｍｖ2／ｒ
　　　　　　洗濯物の静止重量＝Ｍｇ
　　　　　　ｖ＝２πｒＲ／６０
　　　従って、Ｇ＝４π2ｒ2Ｒ2／３６００ｒｇ＝４π2ｒＲ2／３６００ｇ＝１．１１８
×１０-3ｒＲ2

通常は、この場合のように、ｒがメーターでなくセンチメーターで表される時は、：
　　　　　　Ｇ＝１．１１８×１０-5ｒＲ2

従って、８００ｒｐｍで回転している半径４９ｃｍのドラムに対して、Ｇ＝３５０．６で
ある。
【００３８】
　本発明の一つの態様において、９８ｃｍの口径をもつ円筒形ドラムは、洗浄工程中、異
なる段階において、０．４９～３５０．６のＧ力を形成するためには３０～８００ｒｍｐ
の速度で回転される。発明の代りの態様の例において、１６００ｒｐｍで回転している４
８ｃｍ口径のドラムは６８８Ｇを形成することができるが、同回転速度における６０ｃｍ
口径のドラムは８６０Ｇを形成する。
【００３９】
　本発明の好適な態様において、請求される方法は更に、非重合体粒子および好適には存
在する重合体粒子の分離および回収を提供し、また、これらを次にその後の洗浄に再利用
することができる。
【００４０】
　非重合体粒子および、好適には存在する重合体粒子は、良好な流動性および、典型的に
は織物生地を含む汚れた支持体との密接な接触を許すような形状および粒度をもつ。円筒
形、球形または立方体状のような粒子の様々な形状を使用することができ、例えば、輪状
リング、犬の骨状および円形を含む適切な断面の形状を使用することができる。石のよう
な、天然に存在する物質を含んでなる非重合体粒子は、製造期間中の様々な異なる方法で
劈開するそれらの傾向に応じて様々な形状をもつことができる。しかし、最も好適には、
前記粒子は円筒形または球形のビーズを含んでなる。
【００４１】
　粒度、形状および密度の組み合わせが、布地との粒子の機械的作用が最適化されるよう
なものであることが確立され、それは、有効な洗浄を提供するのに十分に力強いが、同時
に、従来の水洗工程に比較されると、布地の損傷を低減するのに十分に均等で穏やかであ
る。この点に関して重要な因子はとりわけ、布地の表面全体上へ、選択された粒子により
形成される機械的作用の均一性、である。粒子のパラメーターはまた、洗浄工程の最後に
布地洗濯物から、粒子の容易な分離を許すように制御される。従って、粒度と形状は、布
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地とのからまりを最少にするために制御されることができ、洗濯機の回転工程における、
低いＧ（＜１）および高い空隙率との適切な粒子密度の組み合わせが一緒になって、ドラ
ムの側壁の孔を通す、重力下での粒子の除去を促進する。
【００４２】
　すべての粒子が滑らかな、または不規則な表面構造をもつことができ、且つ固形のまた
は中空の構造をもつことができる。非重合体粒子は３．５～１２．０ｇ／ｃｍ３、好適に
は５．０～１０．０ｇ／ｃｍ３、より好適には６．０～９．０ｇ／ｃｍ３の範囲の平均密
度をもつ。重合体粒子は０．５～２．５ｇ／ｃｍ３、好適には、０．５５～２．０ｇ／ｃ
ｍ３、より好適には０．６～１．９ｇ／ｃｍ３の範囲の平均密度を有する。非重合体およ
び重合体粒子両者の平均容量は、５～２７５ｍｍ３、好適には８～１４０ｍｍ３、より好
適には１０～１２０ｍｍ３の範囲内にある。
【００４３】
　楕円形断面の円筒形粒子　－非重合体および重合体両者の－　の場合には、断面の主軸
の長さ、ａは、典型的には２．０～６．０ｍｍ、より典型的には２．２～５．０ｍｍ、最
も典型的には２．４～４．５ｍｍであり、また、断面の短軸の長さ、ｂは典型的には１．
３～５．０ｍｍ、より典型的には１．５～４．０ｍｍ、そして最も典型的には１．７～３
．５ｍｍである（ａ＞ｂ）。このような粒子の長さ、ｈは典型的には、１．５～６．０ｍ
ｍ、より典型的には１．７～５．０ｍｍ、そして最も典型的には２．０～４．５ｍｍであ
る（ｈ／ｂは典型的には０．５～１０の範囲内にある）。
【００４４】
　円形状の断面の円筒形粒子　－非重合体および重合体両者－　に対しては、典型的な断
面の直径、ｄｃは１．３～６．０ｍｍ、より典型的には１．５～５．０ｍｍ、そして最も
典型的には１．７～４５．５ｍｍの範囲内にある。このような粒子の典型的な長さ、ｈｃ

は再度１．５～６．０ｍｍ、より典型的には１．７～５．０ｍｍ、そして最も典型的には
２．０～４．５ｍｍである（ｈｃ／ｄｃは典型的には０．５～１０の範囲内にある）。
【００４５】
　非重合体および重合体両者の球形粒子（完全な球ではない）の場合には、粒径、ｄｓは
典型的には２．０～８．０ｍｍ、より典型的には２．２～５．５ｍｍ、そして最も典型的
には２．４～５．０ｍｍの範囲内にある。
【００４６】
　非重合体でも重合体でも粒子が完全な球である態様において、粒径、ｄｐｓは典型的に
は２．０～８．０ｍｍ、より典型的には３．０～７．０ｍｍ、そして最も典型的には４．
０～６．５ｍｍの範囲内にある。
【００４７】
　本発明に従うと、一定の洗浄作業に対する特定の粒子タイプ（非重合体および使用され
る場合は重合体）の選択は、布地の手入れを最適にする際に特に重要である。従って、粒
度、形状、質量および物質はすべて、洗浄される特定の支持体に関して注意深く考慮しな
ければならず、そのため粒子の選択は、洗浄される衣類の性状に左右され、すなわち、そ
れらが木綿、ポリエステル、ポリアミド、絹、羊毛、または、あらゆるその他の一般の織
物繊維または一般に使用されるブレンドを含むか否かに左右される。
【００４８】
　前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージは、ハウジングおよび、前記の円筒形ケ
ージの内部へのアクセスを許すアクセス手段、を含んでなるあらゆる適当な洗浄装置に含
まれ、その適当な例が国際公開出願第２０１０／０９４９５９号、第２０１１／０６４５
８１号および第２０１１／０９８８１５号パンフレットに開示されている。
【００４９】
　前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージは、場合により前記ケージより大きい口
径をもつ回転可能に取り付けられた円筒形ドラム内に同軸に配置されることができ、ここ
で前記ケージと前記ドラムは、前記回転可能に取り付けられたドラムより大きい口径をも
つ固定された円筒形ドラム内に同軸に配置され、また、前記回転可能に取り付けられた円
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筒形ケージと前記回転可能取り付けられた円筒形ドラムは、独立して回転するようになっ
ている。
【００５０】
　しかし、前記回転可能に取り付けられた円筒形のケージは、より好適には、前記円筒形
ケージに隣接して配置された第２室をも含んでなる前記のハウジング手段内の第１室内に
取り付けられている。前記装置は、典型的にはまた、少なくとも一つの再循環手段および
複数の送達手段を含んでなる。
【００５１】
　本発明の特定の態様において、前記装置は、更に前記の回転可能に取り付けられた円筒
形ケージの円筒形側壁の外面に、取り外し可能に取り付けられ、また、前記ケージの内部
からの流体および固形の粒状物質の侵入または排出を妨げるようになっているシール手段
を含んでなる。
【００５２】
　本発明の代りの態様において、前記装置は、更にポンプ手段を含んでなり、また、前記
回転可能に取り付けられた円筒形ケージは、孔あき側壁を含んでなるドラムを含んでなり
、前記側壁の表面積の６０％までが孔を含み、また、前記の孔は２５．０ｍｍ以下の口径
をもつ孔を含んでなる。
【００５３】
　本発明の洗浄法を使用する結果として、更に、低い水消費レベルを維持しながら、低下
したレベルの洗剤およびずっと低い洗浄温度（すなわち、より低いエネルギー消費）を使
用しながら、優れた洗浄能を達成することができる。従って、本発明に従う洗浄作業は、
９５℃までの温度で可能であるが、典型的には７５℃を越えない温度で実施され、また、
最適な性能は一般に５～４０℃で達成される。概算の指針として、従来の水洗法がＴ℃の
洗浄温度を必要とする場合は、本発明に従う方法は、Ｔ－１０℃～Ｔ－２５℃の範囲内の
温度で、優れた洗浄を提供することが見いだされる。
【００５４】
　洗浄工程の終結時に、布地洗濯物からの粒子の除去は、使用される粒子の特定の粒度、
形状および密度に基づいて、また更に、その後の洗浄工程にビーズの再利用を可能にする
ための工程パラメーターの制御により促進される。
【００５５】
　従って、本発明者は、改善された洗浄能、洗浄されている支持体に対する低下された損
傷および有意に低下されたエネルギー、洗剤および水の消費、を提供する、汚れた支持体
の洗浄法を提供した。これらの改善は、装置のパラメーターおよび前記に規定された固形
粒状洗剤の物理的特性両者の注意深い選択からもたらされる、洗剤と支持体間の改善され
た機械的相互作用からもたらされる。更に、パラメーターおよび特性のこの選択のお陰で
、該方法は、その後の洗浄手順で再使用されることができるように、工程の完了後に、固
形粒状洗剤の効率的回収を可能にする。
【００５６】
　本発明の更なる相様は、固形粒状洗浄組成物および少なくとも一つの更なる洗浄剤を含
んでなる前記に規定されたような洗浄組成物を想定する。前記の少なくとも一つの更なる
洗浄剤は、典型的には、少なくとも一つの洗剤組成物を含む。
【００５７】
　前記の固形粒状洗剤は、複数の非重合体粒子を含んでなり、また、本発明の特に好適な
態様においては、前記固形粒状洗剤は更に、複数の重合体粒子を含んでなる。
【００５８】
発明の詳細な説明
　本発明の方法に使用される装置において、アクセス手段は、典型的には、円筒形ケージ
の内部へのアクセスを許すために開けることができ、また、実質的にシールされたシステ
ムを提供するために閉鎖することができる、ハウジング内に取り付けられたヒンジ付きド
アを含んでなる。ドアは、好適には、窓を含む。
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【００５９】
　前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージは、前記のハウジング手段内に垂直に取
り付けることができるが、最も好適には、前記ハウジング手段内に水平に取り付けられる
。その結果、本発明の好適な態様において、前記アクセス手段は装置の正面に配置されて
、正面充填設備を提供する。回転可能に取り付けられた円筒形ケージがハウジング手段内
に垂直に取り付けられる時は、アクセス手段は、装置の上部に配置されて、上部充填設備
を提供する。
【００６０】
　前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージの回転は、典型的には、電気モーターの形
態の電気駆動手段を含んでなる駆動手段の使用により実施される。前記駆動手段の操作は
、職人によりプログラムされ得る制御手段により実施される。
【００６１】
　本発明に従う方法は好適には、
　（ａ）洗浄；
　（ｂ）過剰水の第１の脱水；
　（ｃ）固形粒状洗剤粒子の第１の分離；
　（ｄ）すすぎ；
　（ｅ）過剰水の第２の脱水；
　（ｆ）場合により、少なくとも１回は、工程（ｄ）と（ｅ）を反復；そして
　（ｇ）固形粒状洗剤粒子の第２の分離：
の工程を、連続して実施する工程を含んでなる。
【００６２】
　前記固形粒状洗剤は、典型的には複数の非重合体粒子を含んでなり、また、本発明の特
に好適な態様においては、前記固形粒状洗剤は、更に、複数の重合体粒子を含んでなる。
【００６３】
　洗浄粒子の前記の第１の分離は、典型的には、粒子の＞５０％を除去し、他方、洗浄粒
子の第２の分離は、これらの粒子の＞９９％の除去を確保する。洗浄粒子の第１の分離は
、場合により、粒子の＞９９．９％の除去を提供するように拡大することができるが、工
程（ｄ）および（ｅ）は、最終分離のために工程（ｇ）に移動する前に、更に、固有に、
幾らかの粒子を除去するので、工程（ｄ）および（ｅ）を利用することは、より効率的で
ある。これは、工程（ｄ）および（ｅ）が反復される場合に特に著しい。
【００６４】
　工程（ｄ）および（ｅ）は、好適には、数回、典型的には少なくとも２～３回、しかし
、ことによると、１０回まで反復される。
【００６５】
　前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージは、より好適には、洗濯物中の布地１ｋ
ｇ当り５～５０リッター間の容量をもつ。前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージの
回転の好適な速度は、０．０５～９００Ｇ間のＧ力を与えるのに十分である。洗浄工程は
、典型的には、０．０５～０．９５Ｇ間で実施され、すすぎ水は、より高いＧ力、典型的
には、５．５～３５０Ｇにおける過剰水の脱水前に同様な条件下で添加される。布地から
の粒子の分離は、０．０５～０．９５Ｇで実施される。分離後、粒子は、その後の洗浄工
程における再利用のために回収される。
【００６６】
　従って、９８ｃｍの口径のケージに対し、回転速度は、好適には１０～８００ｒｐｍの
範囲内にある。洗浄法は、典型的には、１０～４２ｒｐｍ間で実施され、すすぎ水は、１
００～８００ｒｐｍで過剰水の脱水が実施される前に、同様な条件下で添加される。布地
からの粒子の分離は、１０～４２ｒｐｍで実施され、分離された粒子は、その後の洗浄工
程における再利用のために回収される。
【００６７】
　本発明の方法に従うと、前記の装置は、汚れた支持体および、好適には、更に複数の重
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合体粒子を含んでなる、複数の非重合体粒子の形態にある固形粒状物質を含んでなる洗浄
媒質と一緒に作動する。これらの粒子は、最適な洗浄能を促進するために効率的に循環さ
れることが要求され、従って、該装置は好適には循環手段を含む。従って、前記の回転可
能に取り付けられた円筒形ケージの円筒形側壁の内面は、好適には、前記の内面に本質的
には垂直に取り付けられた、複数の、空間を開けた細長い突起を含んでなる。前記の突起
は、好適には、更に、典型的には空圧駆動され、また前記のケージ内の空気の流れの循環
を促進するようになっている空気アンプリファイアーを含んでなる。前記の装置は、典型
的には、一般にリフターと呼ばれる３～１０個、最も好適には４個の前記突起を含んでな
る。
【００６８】
　操作中、前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージの回転により撹拌が提供される
。しかし、本発明の好適な態様において、洗浄作業の終結時に、残留固形粒状物質の有効
な除去を容易にするための更なる撹拌手段がまた提供される。前記の撹拌手段は、好適に
は、エアジェットを含んでなる。
【００６９】
　前記のハウジング手段は、標準の配管特徴物に接続され、それにより好適には、複数の
送達手段に加えて、少なくとも一つの再循環手段を提供し、それらのお陰で少なくとも水
、および場合により界面活性剤、酵素および漂白剤のような洗浄剤が装置中に誘導され得
る。前記の装置は、更に、前記のハウジング手段内に空気を循環するため、また、その中
の温度および湿度を調整するための手段、を含んでなる。前記の手段は、典型的には、例
えば再循環ファン、熱風炉、水噴霧装置および／または蒸気発生装置を含むことができる
。更に、装置内の温度および湿度レベルを測定し、また、この情報を制御手段に連絡する
ための検出手段も提供されることができる。
【００７０】
　本発明の好適な相様に従うと、少なくとも一つの再循環手段が、その後の洗浄工程にお
ける再利用のために、第２室から前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージへの前記
の固形粒状物質の再循環を促進する。第１の再循環手段は、好適には、前記の室と前記の
回転可能に取り付けられた円筒形ケージを連結する導管を含んでなる。前記の導管は、よ
り好適には、水から前記の固形粒状物質を分離するための分離手段、および前記の固形粒
状物質の前記の円筒形ケージ中への侵入を制御するようになっている制御手段、を含んで
なる。
【００７１】
　前記の室から前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージへの固形粒状物質の再循環
は、前記の第１の再循環手段中に含まれるポンプ手段の使用により実施され、前記のポン
プ手段は、前記の分離手段および、前記の固形粒状物質の、前記の回転可能に取り付けら
れた円筒形ケージ中への再侵入を制御するようになっている前記の制御手段に、前記の固
形粒状物質を送達するようになっている。
【００７２】
　前記の装置は、更に好適には、前記の分離手段により分離された水の、前記の第２室へ
の復帰を可能にし、それにより環境に有益な方法で、前記の水の再使用を促進する第２の
再循環手段を含む。前記の室は、好適には、循環およびその内容物の混合を促進するため
の更なるポンプ手段を含んでなる。
【００７３】
　本発明の方法に従う洗浄サイクルの典型的な操作において、最初に、汚れた衣類を前記
の回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中に入れる。回転が開始し（Ｇ＜１）、次に、
前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージに、あらゆる必要な更なる洗浄剤と一緒に
、必要量の洗浄水を添加する。支持体が均一に湿らされる（典型的には１～２分）と、固
形粒状洗剤もまた、回転可能に取り付けられた円筒形ケージに添加される。前記の物質は
、場合により、第１の再循環手段を介して円筒形ケージ中に導入される。あるいはまた、
前記の更なる洗浄剤は、例えば、前記の洗浄水と前以て混合され、そして前記の円筒形ケ
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ージに隣接して配置された前記の分離手段を介して添加されることができる。
【００７４】
　ケージの回転による撹拌の経過中に、流体および一定量の固形粒状物質は、ケージの孔
を通って、装置の第２の室内に侵入する。その後、固形粒状物質は、それが前記の分離手
段に移動され、前記の制御手段により制御された方法で、洗浄作業の継続のために、それ
から円筒形ケージに戻されるように、第１の再循環手段を経て循環されることができる。
固形粒状物質の連続的循環のこの工程は、洗浄作業中、洗浄が完了するまで継続する。
【００７５】
　従って、前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージの壁の孔を通って、前記の第２
の室内へ排出する固形粒状物質は、前記の分離手段を通り、また、制御手段の運転により
、前記の供給手段を通り、前記のケージ中に戻って再循環、再誘導されて、それにより洗
浄作業を継続する。
【００７６】
　本発明の方法に従う洗浄サイクルは、典型的には、
（ｉ）回転可能に取り付けられた円筒形ケージを含んでなる、前記に説明された装置の第
２室内に前記の固形粒状洗剤と水を導入する、
（ｉｉ）前記の固形粒状洗剤と水を撹拌する、
（ｉｉｉ）アクセス手段を経て前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中に少なく
とも一つの汚れた支持体を充填する、
（ｉｖ）実質的にシールされたシステムを提供するように、アクセス手段を閉鎖する、
（ｖ）支持体を均一に湿らせるために洗浄水およびあらゆる必要な更なる洗浄剤を導入し
ながら、回転可能に取り付けられた円筒形ケージを回転させる、
（ｖｉ）前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージ内に前記の固形粒状洗剤を導入し
、そして装置を洗浄サイクルに駆動させ、そこで前記の回転可能に取り付けられた円筒形
ケージは回転し続け、また流体および固形粒状洗剤は、制御された方法で、前記の回転可
能に取り付けられた円筒形ケージの孔を通り、第２室内に落下させられる、
（ｖｉｉ）新鮮な固形粒状洗剤を移動し、また使用済み固形粒状洗剤を分離手段に再循環
するようにポンプ手段を操作する、
（ｖｉｉｉ）前記の新鮮な、および再循環された固形粒状洗剤を、制御された方法で、前
記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージに添加するように、制御手段を操作する、並
びに
（ｉｘ）汚れた支持体の洗浄を実施するために、必要に応じて工程（ｖｉ）、（ｖｉｉ）
および（ｖｉｉｉ）を継続する：
工程を含んでなる。
【００７７】
　前記の固形粒状洗剤および水は、場合により、再循環手段により前記の回転可能に取り
付けられた円筒形ケージ中に導入することができる。しかし、より好適には、前記の固形
粒状洗剤と水は、例えば固定して取り付けられた噴霧ノズルのような計量添加手段により
、前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中に導入される。最も好都合には、前記
の噴霧ノズルは、前記のアクセス手段上に固定して取り付けることができる。
【００７８】
　更なる洗浄剤が、好適には、以下に更に考察されるように、前記の方法に使用される。
前記の更なる洗浄剤は、前記の固形粒状洗剤とともに前記の装置の前記の第２室に添加さ
れ、また第１の再循環手段により円筒形ケージ中に導入されることができる。あるいはま
た、更なる洗浄剤は、水と前以て混合され、工程（ｖ）の期間中に、分離手段により前記
の円筒形ケージに添加される。しかし、より好適には、前記の更なる洗浄剤は、前記の計
量添加手段により前記の円筒形ケージに添加される。本発明の方法は、減少された量の前
記の更なる洗浄剤の使用を促進する。
【００７９】
　本発明の好適な態様において、前記の洗浄剤は、単一の計量添加工程ではなく、洗浄作
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業中の複数の計量添加工程において前記の円筒形ケージに添加することができる。
【００８０】
　前記の新鮮な、および再循環された固形粒状洗剤のポンプ輸送工程は、洗浄作業中ずっ
と、前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中にほぼ同一レベルの洗剤を維持し、
また、洗浄サイクルが完了するまで、洗剤：汚れた支持体の比率が実質的に一定に留まる
ことを確保するために、十分な速度で進行する。
【００８１】
　洗浄サイクルの完了時に、回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中への固形粒状洗剤
の供給は終結し、ケージの回転速度は、洗浄された支持体の乾燥の手段を実施するために
徐々に増加される。幾らかの固形粒状物質は、この段階で除去される。乾燥を実施するた
めに、ケージは、典型的には、１００～８００ｒｐｍ間の回転速度で回転され、９８ｃｍ
口径のケージに対して、適切な回転速度は、約６００ｒｐｍであると考えられる。次に、
回転速度を減速し、固形粒状洗剤の最終的除去を許すように洗浄サイクルの速度に戻され
る。分離後、その後の洗浄工程における再使用を許すために、固形粒状洗剤を回収する。
【００８２】
　場合により、高いｒｐｍにおける初期乾燥後、前記の方法は、更に、すすぎ操作を含ん
でなることができ、そこで、洗浄作業に使用されるあらゆる更なる洗浄剤の完全な除去を
実施するために、更なる水を、前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージに添加する
ことができる。水は、前記の分離手段により、または、例えば固定して取り付けられた噴
霧ノズルのような計量添加手段により、前記の円筒形ケージに添加することができる。最
も好都合には、前記の噴霧ノズルは、前記のアクセス手段上に固定して取り付けられるこ
とができる。水はまた、第１室に流入し、それにより前記の回転可能に取り付けられた円
筒形ケージ中に流入するように、前記の装置の第２室を、水で横溢させることにより添加
することができる。洗浄サイクル中と同様な速度における回転後、適宜、水レベルを低下
させることにより、前記のケージから水を除去し、そして再度、支持体の乾燥処理を実施
するために、典型的に、１００～８００ｒｐｍに回転速度を増加し、再度、約６００ｒｐ
ｍの回転速度が９８ｃｍ口径のケージに対して適当であると考えられる。前記のすすぎお
よび乾燥サイクルは、所望の頻度だけ反復することができる。
【００８３】
　前記のすすぎサイクルは、場合により、すすぎ水への、蛍光光沢剤、香料、柔軟剤およ
び糊のような処理剤の添加を伴う支持体処理の目的に使用することができる。
【００８４】
　前記の固形粒状洗剤は、好適には、界面活性剤、酵素および漂白剤の少なくとも一つか
ら選択することができる洗浄剤の存在下で、または不在下で、前記の室を清浄な水で流す
ことにより前記の第２室中で洗浄作業にかけられる。あるいはまた、固形粒状洗剤の洗浄
は、前記の回転可能に取り付けられた円筒形ケージ内における別の段階として実施するこ
とができる。洗浄後、固形粒状洗剤は、その後の洗浄工程における使用に利用可能なよう
に回収される。
【００８５】
　一般に、前記の少なくとも一つの支持体上のあらゆる残留固形粒状洗剤は、少なくとも
一つの支持体を振盪することにより容易に除去することができる。しかし、必要な場合は
、更なる残留固形粒状洗剤を、好適には真空ワンドを含んでなる吸引手段により除去する
ことができる。
【００８６】
　本発明の方法は、例えばプラスチック物質、革、紙、ダンボール、金属、ガラスまたは
木材を含むあらゆる広範な支持体の洗浄に適用することができる。しかし、実際に、前記
の方法は、主として、織物繊維および布地を含んでなる支持体の洗浄に適用され、そして
例えば、木綿のような天然繊維、または人造および合成織物繊維、例えばナイロン６，６
、ポリエステル、セルロースアセテート、またはこれらの繊維ブレンドを含んでなること
ができる織物生地の効率的な洗浄を実施するのに、特に有効であることが示された。
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【００８７】
　固形粒状洗剤は、典型的には、それらの粒子が固形または中空の構造をもつことができ
るガラス、シリカ、石、木材、またはあらゆる様々な金属、もしくはセラミック物質の粒
子を含んでなる複数の非重合体粒子を含んでなる。
【００８８】
　本発明の特定の好適な態様において、固形粒状洗剤は更に、これらもまた、固形または
中空の構造をもつことができ、また、ポリアミドまたはポリエステル粒子、最も具体的に
は、ナイロン、ポリエチレン・テレフタレート、またはポリブチレン・テレフタレート、
またはこれらの共重合体の粒子を含んでなる複数の重合体粒子を含んでなる。重合体は、
発泡でも非発泡でもよく、また線状でも架橋されていてもよい。限定はされないが、Ｎｙ
ｌｏｎ　６、Ｎｙｌｏｎ　６，６、ポリエチレン・テレフタレートおよびポリブチレン・
テレフタレートを含む様々なナイロンまたはポリエステルのホモポリマーまたは共重合体
を使用することができる。ナイロンは、好適には、５０００～３００００ドルトン、好適
には１００００～２００００ドルトン、最も好適には１５０００～１６０００ドルトンの
範囲内の分子量をもつＮｙｌｏｎ　６，６ホモポリマーを含んでなる。ポリエステルは、
典型的には、ＡＳＴＭ　Ｄ－４６０３のような溶液法により測定される０．３～１．５ｄ
ｌ／ｇの範囲内の固有粘度測定値に対応する分子量をもつであろう。
【００８９】
　共重合体の特性は場合により、例えば、とりわけイオンにより帯電された、または極性
部分もしくは不飽和有機基を含む重合体連鎖中にモノマー単位を含むことにより、特定の
汚染物質を引付けるようにさせることができる。このような基の例は、例えば、酸または
アミノ基、またはこれらの塩、またはアルケニル側基を含むことができる。
【００９０】
　前記の固形粒状洗剤が更に複数の重合体粒子を含んでなる前記の態様において、前記の
重合体粒子はあらゆる量で、非重合体粒子：重合体粒子の比率が概して９９．９％：０．
１％～０．１％：９９．９％のいずれかにあるように、典型的には０．１％～９９．９％
で存在することができる。特定の態様において、９０．０％：１０．０％～２５．０％：
７５．０％、または８５．０％：１５．０％～４０．０％：６０．０％の非重合体粒子：
重合体粒子の比率を使用することができる。
【００９１】
　システムに添加される洗浄水の容量は、好適には５．０：１～０．１：１ｗ／ｗ間の洗
浄水：布地の比率、より好適には２．０：１～０．８：１間の比率を達成するように計算
され、特に好適な結果は１．７５：１、１．５：１、１．２：１および１．１：１のよう
な比率において達成された。最も好適には、前記ケージ中への汚染支持体の充填後に、水
の必要量が装置の回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中に導入される。更なる量の水
は、固形粒状洗剤の循環期間にケージ中に移動するであろうが、持ち越し量は、分離手段
の働きにより最少にされる。
【００９２】
　本発明の方法は、あらゆる更なる添加剤の不在下で、本質的に複数の非重合体粒子のみ
、または複数の非重合体粒子および重合体粒子よりなる配合物による、湿らせた支持体の
処理による汚染支持体の洗浄を想定するが、より好適な態様においては、配合物は更に、
少なくとも一つの更なる洗浄剤を含んでなる。前記の少なくとも一つの洗浄剤は、好適に
は、少なくとも一つの洗剤組成物を含んでなる。
【００９３】
　洗剤組成物の主要成分は、洗浄成分および後処理成分を含んでなる。洗浄成分は、典型
的には、界面活性剤、酵素および漂白剤を含んでなり、他方、後処理成分は、例えば、再
沈殿防止添加剤、香料および光学的光沢剤を含む。
【００９４】
　しかし、洗剤配合物は、場合により、例えば、ビルダー、錯体形成剤、染料移動阻害剤
、分散剤、酵素安定剤、触媒物質、漂白剤活性剤、重合体分散剤、粘土質土壌除去剤、泡
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抑制剤、染料、構造弾性化剤、布地柔軟剤、糊、担体、屈水性誘発物質、加工補助剤およ
び／または顔料のような１種または複数のその他の添加剤を含むことができる。
【００９５】
　適当な界面活性剤の例は、非イオン性および／またはアニオンおよび／またはカチオン
界面活性剤および／または両性（ａｍｐｈｏｌｙｔｉｃ）および／または両性イオン性（
ｚｗｉｔｔｅｒｉｏｎｉｃ）および／または半極性非イオン性界面活性剤から選択するこ
とができる。界面活性剤は、典型的には、洗浄組成物の約０．１重量％、約１重量％、ま
たは更に約５重量％までのレベルから、洗浄組成物の約９９．９重量％、約８０重量％、
約３５重量％、または更に約３０重量％までのレベルまで存在する。
【００９６】
　組成物は、洗浄能および／または布地手入れ効果を提供する１種または複数の洗剤酵素
を含むことができる。適切な酵素の例は、限定はされないが、ヘミセルラーゼ、ペルオキ
シダーゼ、プロテアーゼ、その他のセルラーゼ、その他のキシラナーゼ、リパーゼ、ホス
ホリパーゼ、エステラーゼ、クチナーゼ、ペクチナーゼ、ケラタナーゼ、レダクターゼ、
オキシダーゼ、フェノールオキシダーゼ、リポキシゲナーゼ、リグニナーゼ、プルラナー
ゼ、タンナーゼ、ペントサナーゼ、マラナーゼ、［ベータ］－グルカナーゼ、アラビノシ
ダーゼ、ヒアルロニダーゼ、コンドロイチナーゼ、ラッカーゼおよびアミラーゼ、または
それらの混合物を含む。典型的な組み合わせ物は、アミラーゼと一緒のプロテアーゼ、リ
パーゼ、クチナーゼおよび／またはセルラーゼのような酵素の混合物を含んでなることが
できる。
【００９７】
　酵素安定剤もまた、場合により、洗浄成分の仲間に含まれることができる。これに関し
ては、洗剤中に使用のための酵素は、様々な方法により、例えば組成物中にカルシウムお
よび／またはマグネシウムイオンの水溶性原料の取り入れにより安定化することができる
。
【００９８】
　組成物は、１種または複数の漂白剤化合物および関連活性剤を含むことができる。この
ような漂白剤化合物の例は、限定はされないが、過酸化水素、無機ペルオキシ塩（過硼酸
塩、過炭酸塩、過リン酸塩、過珪酸塩およびモノ過硫酸塩のような）（例えば過硼酸ナト
リウム・四水和物および過炭酸ナトリウム）および有機ペルオキシ酸（過酢酸、モノペル
オキシフタール酸、ジペルオキシドデカンジオン酸、Ｎ，Ｎ’－テレフタロイル－ジ（６
－アミノペルオキシカプロン酸）、Ｎ，Ｎ’－フタロイルアミノペルオキシカプロン酸お
よびアミドペルオキシ酸のような）を含む過酸素化合物を含む。漂白剤活性剤は、それら
に限定はされないが、テトラアセチルエチレンジアミンおよびナトリウム・ノナノイルオ
キシベンゼンスルホネートのようなカルボン酸エステルを含む。
【００９９】
　適切なビルダーを配合物中に含むことができ、これらは、限定はされないが、ポリホス
フェートのアルカリ金属、アンモニウムおよびアルカノールアンモニウム塩、アルカリ金
属シリケート、アルカリ土類およびアルカリ金属カーボネート、アルミノシリケート、ポ
リカルボキシレート化合物、エーテル・ヒドロキシポリカルボキシレート、無水マレイン
酸のエチレンまたはビニルメチルエーテルとの共重合体、１，３，５－トリヒドロキシベ
ンゼン－２，４，６－トリスルホン酸およびカルボキシメチル－オキシ琥珀酸、ポリ酢酸
（エチレンジアミン四酢酸およびニトリロ三酢酸のような）の様々なアルカリ金属、アン
モニウムおよび置換アンモニウム塩並びにポリカルボキシレート（メリチン酸、琥珀酸、
オキシ二琥珀酸、ポリマレイン酸、ベンゼン・１，３，５－トリカルボン酸、カルボキシ
メチルオキシ琥珀酸のような）およびこれらの可溶性塩を含む。
【０１００】
　組成物は、また場合により、１種または複数の銅、鉄および／またはマンガンの錯体形
成剤および／または１種または複数の染料移動阻害剤を含むことができる。
【０１０１】
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　適切な、重合体の染料移動阻害剤は、限定はされないが、ポリビニルピロリドン重合体
、ポリアミンＮ－オキシド重合体、Ｎ－ビニルピロリドンとＮ－ビニルイミダゾールの共
重合体、ポリビニルオキサゾリドンおよびポリビニルイミダゾール、またはこれらの混合
物を含む。
【０１０２】
　洗剤配合物は、また場合により、分散剤を含むことができる。適切な水溶性の有機物質
は、そのポリカルボン酸が２個を超えない炭素原子により相互から分離された少なくとも
２個のカルボキシル基を含むことができるホモポリマーまたは共重合体の酸またはこれら
の塩である。
【０１０３】
　前記の再沈殿防止添加剤は、その作用において物理－化学的であり、また、例えばポリ
エチレングリコール、ポリアクリレートおよびカルボキシメチルセルロースのような物質
を含む。
【０１０４】
　組成物は、また場合により、香料を含むことができる。適切な香料は、一般に、アルコ
ール、ケトン、アルデヒド、エステル、エーテルおよびニトリルアルケン、並びにこれら
の混合物を含むことができる多成分有機化学配合物である。残り香を与えるのに十分な実
質を提供する市販の化合物は、Ｇａｌａｘｏｌｉｄｅ（１，３，４，６，７，８－ヘキサ
ヒドロ－４，６，６，７，８，８－ヘキサメチルシクロペンタ（ｇ）－２－ベンゾピラン
）、Ｌｙｒａｌ（３－および４－（４－ヒドロキシ－４－メチル－ペンチル）シクロヘキ
セン－１－カルボキシアルデヒドおよびＡｍｂｒｏｘａｎ（（３ａＲ，５ａＳ，９ａＳ，
９ｂＲ）－３ａ，６，６，９ａ－テトラメチル－２，４，５，５ａ，７，８，９，９ｂ－
オクタヒドロ－１Ｈ－ベンゾ［ｅ］［１］ベンゾフラン）を含む。市販されている完全に
配合された香料の一例は、Ｓｙｍｒｉｓｅ（Ｒ）ＡＧにより供給されるＡｍｏｕｒ　Ｊａ
ｐｏｎａｉｓである。
【０１０５】
　適切な光学的光沢剤はいくつかの有機化学のクラスに分類されるが、これらのうちで最
も一般的なものはスチルベン誘導体であり、他方、その他の適切なクラスはベンゾオキサ
ゾール、ベンズイミダゾール、１，３－ジフェニル－２－ピラゾリン、クマリン、１，３
，５－トリアジン－２－イルおよびナフタールイミドを含む。このような化合物の例は、
限定はされないが、４，４’－ビス［［６－アニリノ－４（メチルアミノ）－１，３，５
－トリアジン－２－イル］アミノ］スチルベン－２，２’－ジスルホン酸、４，４’－ビ
ス［［６－アニリノ－４－［（２－ヒドロキシエチル）メチルアミノ］－１，３，５－ト
リアジン－２－イル］アミノ］スチルベン－２，２’－ジスルホン酸・二ナトリウム塩、
４，４’－ビス［［２－アニリノ－４－［ビス（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－１，
３，５－トリアジン－６－イル］アミノ］スチルベン－２，２’－ジスルホン酸・二ナト
リウム塩、４，４’－ビス［（４，６－ジアニリノ－１，３，５－トリアジン－２－イル
）アミノ］スチルベン－２，２’－ジスルホン酸・二ナトリウム塩、７－ジエチルアミノ
－４－メチルクマリン、４，４’－ビス［（２－アニリノ－４－モルホリノ－１，３，５
－トリアジン－６－イル）アミノ］－２，２’－スチルベンジスルホン酸・二ナトリウム
塩、および２，５－ビス（ベンゾオキサゾール－２－イル）チオフェンを含む。
【０１０６】
　前記物質は、単独でもまたはあらゆる所望される組み合わせ物中でも使用することがで
き、またその効果を最大にするために洗浄サイクル中の適当な段階で洗浄系に添加するこ
とができる。
【０１０７】
　しかし、いずれにしても、本発明の方法が少なくとも一つの更なる洗浄剤の存在下で実
施される時は、満足な洗浄能を達成するために必要な前記洗浄剤の量は、先行技術の方法
に必要な量より著しく節減される。
【０１０８】
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　固形粒状洗剤：支持体の比率は、一般に０．１：１～１０：１ｗ／ｗの範囲、好適には
０．５：１～５：１ｗ／ｗの範囲にあり、特に好適な結果は１：１～３：１ｗ／ｗ間の比
率で、そして特には約２：１ｗ／ｗにおいて達成される。従って、例えば５ｇの布地の洗
浄のためには、１０ｇの非重合体粒子、または同質量の、場合により界面活性剤で被覆さ
れた非重合体粒子と重合体粒子の混合物が使用されると考えられる。固形粒状洗剤：支持
体の比率は、洗浄サイクルの間中、実質的に一定レベルに維持される。
【０１０９】
　本発明の方法は、小規模または大規模バッチ工程のいずれにも使用することができ、家
庭用および工業用洗浄工程両方への適用を見いだす。
【０１１０】
　前記のように、本発明の方法は、織物生地の洗浄に特別の適用を見いだす。しかし、こ
のような洗浄系に使用される条件は、織物生地の従来の湿式洗浄に典型的に適用されるも
のから著しく低下した温度の使用を許し、また、その結果、重要な環境および経済的利益
を与える。従って、本洗浄サイクルに典型的な手順および条件は、布地が、一般に、例え
ば５～４０℃の間の温度で５～４５分間、実質的にシールされたシステムの中で、本発明
の方法に従って処理されることが要求される。適切な指針として、従来の水洗法が、Ｔ℃
の洗浄温度を必要とする場合は、本発明に従う方法は、Ｔ－０℃～Ｔ－２５℃の範囲の温
度で優れた洗浄を提供することが見いだされた。その後、全工程のすすぎおよび粒子の分
離段階の完了のために、更なる時間が必要であるので、全サイクルの総合時間は、典型的
には１時間の範囲にある。
【０１１１】
　得られた結果は、織物生地を使用した従来の湿式（また乾式）洗浄法を実施する時に認
められたものと非常に良く一致する。本発明の方法により処理された布地で達成される洗
浄および汚染除去の程度は、非常に良好であることが認められ、特に顕著な結果は、しば
しば除去の困難な疎水性の汚染および水性の汚染および汚れに関して達成される。本発明
の方法のエネルギー需要、使用される水の総量および洗剤の消費量は、すべて従来の水洗
法の使用に伴うこれらのレベルより有意に低く、再度、コストおよび環境の利益に関して
有意な効果を提供する。
【０１１２】
　本発明の方法は、また洗浄に関連した、布地の損傷を低減する点に関する効果を示す。
前記に認められたように、従来の水洗においては、布地の皺形成が容易に発生し、また、
この皺形成が各皺において洗浄の機械的作用からの応力を集中するように働き、局在する
布地損傷をもたらす。このような布地損傷の防止（また布地の手入れ）は、家庭の消費者
および工業使用者に主要な関心事である。本発明の方法に従う非重合体粒子または非重合
体と重合体粒子の混合物の添加は、折り畳み作用を防止する補助をするために、布地表面
上のピン留め層として働くことにより、洗浄中の皺形成を有効に低減させる。粒子は、ま
た、分離層または空隙層として働くことにより、洗浄物中の布地の別々の切片間の相互作
用を妨げ、これにより局在する布地損傷の他の主要原因である絡み付きを低減する。現在
開示される方法において、機械的作用は、まだ存在するが、精確に言えば、これは、非重
合体粒子の作用の結果として、なおさら均一に分配される。複数回の洗浄下の衣類の寿命
を決定するのは、損傷の局在化相様である。
【０１１３】
　従って、本発明の方法は、同等なエネルギー、水および洗浄条件下における先行技術の
方法に比較して高い洗浄能を提供し、あるいはまた、同等な洗浄能は、本明細書に添付さ
れた実施例中に示されるように、低減された布地の損傷と一緒に、低レベルのエネルギー
、水および洗剤すべてにおいて達成することができる。更に、洗浄工程の終結時の布地の
洗濯物からの粒子の除去は、使用される粒子の特定の粒度、形状および密度に基づき、ま
た更に、その後の洗浄工程における粒子の再使用を可能にするための工程パラメーターの
制御により、促進される。
【０１１４】



(21) JP 5937618 B2 2016.6.22

10

20

30

40

50

　本発明の特定の好適な態様において、汚染された支持体を９８ｃｍ口径の回転可能に取
り付けられた円筒形ケージ内に入れ、そして装置のドア上に取り付けられたスプレイノズ
ルを介して外気温の少量の洗浄水と組み合わせて界面活性剤および酵素を含んでなる洗剤
配合物を添加する。ケージは４０ｒｐｍで回転されて、０．８８のＧ力を与える。その後
、固形粒状洗剤を前記第２室から前記ケージ中に導入し、前記物質の連続的再循環を含ん
でなる工程を５～５０分間継続する。漂白剤を含む更なる量の洗浄水を、外気温また高温
（前者の場合は、漂白剤は低温活性化化合物である）のいずれかでこの時間中に添加する
。回転は、漂白剤溶液が添加された後、数分間継続される。次に、洗浄工程を終結するた
めに、循環を停止する。
【０１１５】
　次に、５．５を超える高いＧ力で約２分間回転することにより、システムから脱水する
ためにサイクルの脱水段階を実施し、前記ケージは、好適には、約１９７．２のＧ力を形
成するために約６００ｒｐｍで回転される。次に、高速回転を終結し、低Ｇ回転（約４０
ｒｐｍ）を約５分間実施して、洗濯物中に残留する大部分の（＞５０％）固形粒状洗剤を
除去する。次に、すすぎ水をノズルにより前記ケージ中に数分間噴霧し、その後、約６０
０ｒｐｍにおけるケージの更なる回転を実施してすすぎ水を除去する。すすぎ工程は、数
回、一般に１０回まで、より好適には５回まで、典型的には約３回反復することができる
。添加されるすすぎ水は、水中に布地を浸すのには十分でなく、次の脱水段階に先駆けて
布地を再飽和する程度にのみ使用される。最終噴霧すすぎの工程中に、蛍光光沢剤、香料
、状態調整剤等を場合により添加することができ、その後、残留固形粒状洗剤の除去を許
すために、低Ｇ（４０ｒｐｍ）でケージを再度回転する。次に、清浄な布地を装置から取
出すことができる。
【０１１６】
　更に、本発明の方法に従う操作サイクルの典型的な例において、０．８８Ｇ（４０ｒｐ
ｍ）を形成するために回転しながら、固形粒状洗剤の初回添加物（約４３ｋｇ）を、９８
ｃｍ口径の回転可能に取り付けられた円筒形のケージ中の汚染支持体（１５ｋｇ）の洗濯
物に添加する。その後、更なる固形粒状洗剤（１０ｋｇ）を、典型的には約３０分間継続
することができる洗浄サイクルの期間中、ほぼ３０秒毎に分離手段および制御手段を介し
て前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中にポンプ注入する。これにより、システ
ムは、洗浄期間中、回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中にほぼ同一レベルの固形粒
状洗剤（４３ｋｇのビーズと１５ｋｇの布地に対してほぼ２．９：１重量比）を維持する
のに十分な速度で固形粒状洗剤をポンプ注入し、添加するようになっている。
【０１１７】
　従って、洗浄サイクル中、固形粒状洗剤は、回転可能に取り付けられた円筒形のケージ
の孔を通ってケージから連続的に落下し、再循環され、そして、新鮮な洗剤と一緒に分離
手段および制御手段を介して添加されている。この工程は、手動で制御されても自動的に
操作されてもよい。回転可能に取り付けられた円筒形ケージからの固形粒状洗剤の排出速
度は、本質的にその特定のデザインにより制御される。これに関する重要なパラメーター
は、孔の粒径、孔の数、ケージ内の孔の配列および、使用されるＧ力（または回転速度）
を含む。
【０１１８】
　孔は、一般に固形粒状洗剤の平均粒径の約２～３倍のサイズにされ、典型的な例では２
５．０ｍｍを超えない口径をもつ孔をもたらす。本発明の好適な態様において、回転可能
に取り付けられた円筒形ケージは、ケージの円筒形の壁の表面積の約３４％のみが孔を含
んでなるように孔をあけられるであろう。孔は、好適には回転可能に取り付けられた円筒
形のケージの円筒形壁上に縞状に開けられるか、または均一に分配されるが、例えばケー
ジの半分に独占的に局在させることができるであろう。
【０１１９】
　回転可能に取り付けられた円筒形のケージからの固形粒状洗剤の排出速度は、また前記
ケージの回転速度により影響され、Ｇ＞１においては、布地がケージの側面に付着し、洗
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剤の排出を妨げるが、より高い回転速度はＧ力を増加する。従って、より遅い回転速度は
、回転速度が、回転中、布地が更に開放されるために、ビーズを、孔を通して布地から落
下させるので、この点に関しては最適な結果を与えることが見いだされた。従って、＜１
のＧ力をもたらす回転速度が必要である（９８ｃｍ口径のケージ中で１０～４２ｒｐｍ）
。Ｇ力（または回転速度）はまた、支持体上の洗剤の機械的作用の有益な効果を最大にす
るように制御され、また最も適切なＧは、一般に０．９Ｇ（９８ｃｍ口径のケージ中で４
０ｒｐｍ）の領域にあることが見いだされる。
【０１２０】
　更に、洗浄物中の湿度レベルもまた効果をもち、より湿った支持体は、より乾燥した支
持体より長時間洗剤を保持する傾向をもつ。その結果、必要な場合には、固形粒状洗剤の
排出速度を更に制御するために、支持体の過剰湿度付与を使用することができる。
【０１２１】
　洗浄サイクルの完了時に、回転可能に取り付けられた円筒形ケージに対する固形粒状洗
剤の添加は終結され、また、ケージのｒｐｍは徐々に増加して、幾らかの液体を脱水し、
支持体をある程度乾燥するために、約２分間、約１９７．２のＧ力（９８ｃｍ口径の円筒
形ケージ中で６００ｒｐｍ）を与える。次に、高速回転を終結し、低Ｇ回転（約４０ｒｐ
ｍ）をほぼ５分間実施して、洗濯物中に残留する大部分（＞５０％）の固形粒状洗剤を除
去する。次にすすぎサイクルを前記のように実施し、洗剤の除去を完了するために、回転
Ｇおよび回転速度を、最後に、洗浄サイクルにおけるものと同様な値＜１および低い（４
０）ｒｐｍに戻し、粒子のこの除去は一般に、典型的な操作において洗浄およびすすぎサ
イクルそれぞれがそうであるように、約２０分かかり、１時間の範囲の総合サイクル時間
を与える。
【０１２２】
　本発明の方法は、処理後の洗浄された支持体からの洗剤の除去において有効であること
が示され、また、試験により、ビーズ分離サイクルの最後に、衣類当り平均＜２０粒子が
洗濯物中に残留するような粒子除去効率が示された。一般に、これは、更に衣類当り＜１
０粒子の平均に低下させることができ、また、２０分の分離サイクルが使用される最適化
された事例では、衣類当り＜５粒子の平均が典型的に達成される。工程の脱水段階中に、
より高いＧ力を使用して達成された、より乾燥した衣類については、衣類当りのこの粒子
の数字は更に低下させることもできる。
【０１２３】
　更に、前記の方法で非重合体粒子、および使用される時は重合体粒子、の再利用は有効
であり、そのため粒子は、再利用粒子により一般に認められる性能の劣化をほとんど伴わ
ずに、洗浄工程において満足に再利用されることができることが示された。
【０１２４】
　今度は、その範囲を決して限定せずに、以下の実施例および添付の図面を参照すること
により、本発明を具体的に説明する。
【０１２５】
実施例
【実施例１】
【０１２６】
非重合体粒子
　粒子を添加されない対照に対する、２種の容易に入手できる非重合体の粒状洗剤の効果
を試験するために、洗浄試験を実施した（表１および図１参照）。
【０１２７】
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【表１】

【０１２８】
　表２に記載の条件に従って、シールされた洗浄リグ（１０ｃｍ高さのリフターを備えた
５０ｃｍ口径で、７０ｃｍ深さの回転可能に取り付けられたドラム）中で洗浄を実施した
。
【０１２９】

【表２】

【０１３０】
　１ＷＦＫ　ＰＣＭＳ－５５＿０５－０５×０５営業用洗濯汚染モニターおよび４ＳＢＬ
－２００４皮脂布を含む洗濯物は、総量で４．０ｋｇを含み、残りの洗濯物は木綿のバラ
ストで形成された。使用された洗剤は、製造業者の推奨用量におけるＰｒｏｃｔｅｒ　＆
　Ｇａｍｂｌｅ　Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ　Ａｒｉｅｌ（登録商標）　Ｌｉｑｕｉｄで
あった。２０分の洗浄サイクルの最後に、充填物を家庭用洗濯機（ＢＥＫＯ　ＷＭ５１２
０Ｗ-標準すすぎサイクル）中ですすぎ、汚染モニターが空気乾燥させた。各洗浄を２回
反復した。粒子を洗浄の中間に、清浄にすすいだ。
【０１３１】
　ＷＦＫ　ＰＣＭＳ－５５＿０５－０５×０５汚染モニター上で様々な汚染のＣＩＥ　Ｌ
ａｂ　Ｌ，ａおよびｂ色彩座標を記録するために、Ｋｏｎｉｃａ　Ｍｉｎｏｌｔａ　ＣＭ
－３６００Ａ分光光度計を使用し、次に、これらを使用して、洗浄されない同等物に対す
る達成された洗浄の度合いの指標としてΔＥを計算した（ΔＥ値が高いほど、洗浄がより
良い）。結果は表３に示され（反復洗浄に対して平均された）、ΔＥにおける１単位の相
異は視覚により認識可能であることに基づいてコメントされた。
【０１３２】
　表３から認められるように、対照に対してガラス粒子を使用することから有意な洗浄の
利点はない。有効な結果を与える唯一の汚染（１０Ｄ）があり、７個は同等な性能、そし
て５個はより低い性能を示す。しかし、鋼粒子は６個の汚染（１０Ｃ，１０Ｄ，９０ＲＭ
，９０ＰＢ，１０Ｎおよび９０ＭＦ）で改善を示し、他方、同等性は５個の汚染で達成さ
れ、２個のみがより低い性能を示す。
【０１３３】
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【表３】

【０１３４】
　ここで、ガラスおよび鋼の粒子が本質的に同一粒径と形状であるので、重要な因子はそ
れらの密度（および従ってそれらの質量）の差である。鋼粒子の密度（および質量）が高
いほど、それらの機械的作用は明白に増加し、従って、洗浄能が増加する。従って、粒子
が改善された洗浄能を示すのに十分な機械的作用を形成するためには、一定の非重合体粒
子の粒度および形状に対して閾値の密度が存在すると結論することができる。ここで、試
験された特定の非重合体粒子に対し、この閾値は＞３．５ｇ／ｃｍ３である（または同様
に粒子質量の閾値は＞１９０ｍｇに存在する）ことが明白である。。
【実施例２】
【０１３５】
非重合体粒子および重合体粒子の混合物
　更に、１００％ｗ／ｗの非重合体および１００％ｗ／ｗの重合体オプションに対する、
および再度粒子を添加されない対照に対する、非重合体および重合体粒状洗剤の混合物の
効果を試験するための洗浄試験を実施した（表４および図１参照）。
【０１３６】
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【０１３７】
　表５に記載の条件に従って、シールされた洗浄リグ（１０ｃｍの高さのリフターを備え
た５０ｃｍの口径で７０ｃｍの深度の回転可能に取り付けられたドラム）内で洗浄を実施
した。
【０１３８】
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【表５】

【０１３９】
　明確さの目的のために、粒子：布地の比率は、試験されたすべての洗浄物に対し一定に
維持されたことを指摘しなければならない。従って、例えば２０％／８０％の重合体／鋼
粒子の混合物（ｗ／ｗ）は、１．６ｋｇの重合体粒子および６．４ｋｇの鋼粒子（合計８
．０ｋｇ、すなわち２：１粒子：布地）を含んだ。６０％／４０％の重合体／鋼粒子混合
物（ｗ／ｗ）は、４．８ｋｇの重合体粒子および３．２ｋｇの鋼粒子を含んだ、等。
【０１４０】
　１ＷＦＫ　ＰＣＭＳ－５５＿０５－０５×０５営業用の洗濯汚染モニターおよび４ＳＢ
Ｌ－２００４皮脂布を含む洗濯物は、総量で４．０ｋｇを含み、残りの洗濯物は、木綿の
バラストで形成された。使用された洗剤は、製造業者の推奨用量におけるＰｒｏｃｔｅｒ
　＆　Ｇａｍｂｌｅ　Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ　Ａｒｉｅｌ（登録商標）　Ｌｉｑｕｉ
ｄであった。２０分の洗浄サイクルの最後に、充填物を家庭用洗濯機（ＢＥＫＯ　ＷＭ５
１２０Ｗ-標準すすぎサイクル）中ですすぎ、汚染モニターが空気乾燥させた。各洗浄を
２回反復した。洗浄の中間に粒子をすすいで清浄にした。
【０１４１】
　ＷＦＫ　ＰＣＭＳ－５５＿０５－０５×０５の汚染モニター上で様々な汚染のＣＩＥ　
Ｌａｂ　Ｌ，ａおよびｂ色彩座標を記録するために、Ｋｏｎｉｃａ　Ｍｉｎｏｌｔａ　Ｃ
Ｍ－３６００Ａ分光光度計を使用し、次に、これらを使用して、洗浄されない同等物に対
する達成された洗浄の度合いの指標としてΔＥを計算した（ΔＥ値が高いほど、洗浄がよ
り良い）。結果は表６（ａ）および６（ｂ）に示され（反復洗浄に対して平均された）、
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ΔＥにおける１単位の相異が視覚により認識可能であることを基礎にコメントされた。
【０１４２】
【表６（ａ）】

【０１４３】
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【表６（ｂ）】

【０１４４】
　従って、表６（ａ）および６（ｂ）からみることができるように、鋼粒子は、再度、粒
子なしの対照に対して洗浄の効果を示す（５個の汚染に改善－１０Ｃ、１０Ｄ、２０Ｄ、
９０ＰＢおよび９０ＭＦ、４個の汚染に対して同等、そして４個は低い性能）。粒子：布
地のより高いｗ／ｗ比率は、ここで、汚染の範囲上の洗浄能のバランスを僅かに変えたが
、洗浄における全体的改善はまだ明白である。重合体１の粒子もまた、粒子なしの対照に
対して洗浄効果を示す（５個の汚染に改善－１０Ｃ、１０Ｄ、２０Ｄ、９０ＲＭおよび９
０ＰＢ、６個の汚染に同等、そして２個に低い性能）。従って、鋼と重合体１の粒子の混
合物が、全汚染領域上で、個々の単独粒子によりここで十分洗浄された汚染だけでなく、
非常に十分な効果を示すことは驚くべきである。例えば、２０％の重合体１／８０％ｗ／
ｗの鋼粒子の混合物が考慮される場合は、洗浄能は、両者が同等の性能を示す９０ＬＩお
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よび１０Ｕを除いて、すべての汚染上に改善を示す。事実、個々の粒子よりも利点を示す
重合体１／鋼粒子混合物の範囲は、図２（ａ）にみることができる。ここでは、すべての
汚染のタイプに対するΔＥの合計が粒子混合物組成物に対してプロットされた（表６（ａ
）から）。これらの粒子を混合する工程において、それらの個々の性能から当然期待する
ことができる値を超えた相乗性が明白に存在する。１００％ｗ／ｗの鋼粒子および１００
％ｗ／ｗの重合体１の粒子のデータポイントの合流線がここで単純な混合物のルールを表
して、何が期待できるかを示す。この線より下にある８０％ｗ／ｗの重合体１／２０％ｗ
／ｗの鋼粒子の点は、偏差であると考えられる（図２（ｂ）参照）。
【０１４５】
　このパターンは、鋼と重合体２の粒子の混合物で反復される。例えば、４０％ｗ／ｗの
重合体２／６０％ｗ／ｗの鋼粒子の混合物が考慮される場合は、洗浄能は、同等能を示す
９０ＬＩおよび１０Ｎを除いたすべての汚染上で改善を示す。個々の粒子より効果を示す
重合体２／鋼粒子の混合物の範囲は図２（ｂ）にみることができる。ここでも再度、すべ
ての汚染タイプに対するΔＥ値の合計を、粒子混合物組成物に対してプロットした（表６
（ａ）から）。ここでの改善は非常に著明であるので、これらの２種の粒子タイプのすべ
ての混合物が、混合物のルールから予期され得るものに対して改善された洗浄能を示すよ
うに見えると考えられる。
【０１４６】
　本明細書の説明および請求項全体を通して、用語「含んでなる（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」
および「含む（ｃｏｎｔａｉｎ）」およびそれらの変化物は「それらに限定はされないが
、それを含む」を意味し、また、それらはその他の部分、添加物、成分、整数または工程
を排除することを意図しない（そして排除しない）。本明細書の説明および請求項全体を
通して、文脈が他方を要求しない限り、単数は複数を包含する。とりわけ、不定冠詞が使
用される場合は、文脈が他方を要求しない限り、明細書は単数形のみならずまた、複数を
も想定するものと理解することができる。
【０１４７】
　本発明の特定の相様、態様または例と一緒に記載される特徴（ｆｅａｔｕｒｅｓ）、整
数、特徴（ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ）、化合物、化学部分または化学基は、それ
らと矛盾しない限り、本明細書に記載のあらゆる他の相様、態様または例、に適用可能で
あると理解することができる。本明細書に開示されたすべての特徴（あらゆる添付請求項
、要約および図面を含む）および／またはそのように開示されたあらゆる方法もしくは工
程のすべての段階は、そのような特徴および／または段階の少なくとも幾つかが相互に排
他的である組み合わせ物を除いて、あらゆる組み合わせで組み合わせることができる。本
発明はあらゆる前記の態様の詳細に制約されない。本発明は本明細書（あらゆる添付請求
項、要約および図面を含む）に開示された特徴のあらゆる新規のもの、またはあらゆる新
規の組み合わせ物、あるいはそのように開示されたあらゆる方法または工程の段階のあら
ゆる新規のもの、またはあらゆる新規の組み合わせ物に及ぶ。
【０１４８】
　読者の注目は、本出願と関連して本明細書と同時出願またはそれより以前に出願された
、並びに、本明細書とともに公衆の査察に開放されているすべての書類および文書に向け
られ、またこれらの書類および文書すべての内容は参照することにより本明細書に引用さ
れたこととされる。
【図面の簡単な説明】
【０１４９】
【図１】図１は、円筒形、球形および完全な球のサイズパラメーターを示す図。
【図２（ａ）】図２（ａ）は、全ΔＥの合計：鋼混合物中の重合体１の％ｗ／ｗを示す図
。
【図２（ｂ）】図２（ｂ）は、全ΔＥの合計：鋼混合物中の重合体２の％ｗ／ｗを示す図
。
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